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わが国における1932年の学生野球の統制について
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加賀秀雄

On the 1932 Student Baseba1l Control in Japan 
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はじめに

1932年に公布された「野球ノ統制誼施行ニ関スjレ件jは1)いわゆる「野球統制令J(以下 f統

制令jという)と呼称され，学生野球をその統制の主な対象として公布されたものであった。

1930年代へと引き継がれていく学生野球の高揚期に具体化したこの「統制令jは，自治と自由を

伝統的な基調として展開を見たところの課外活動としての学生スポーツに対して，国家の権力的

な規制による政策的対応であったところその基本的な特徴があった。この誼接的には，文部持政

を通じですすめられた学生野球に対する統制は，わが閣におけるその後のスポーツ統制へ向けて

の道が聞かれる布石となった点において，近代スポーツ史の展開通患に一つの繭期を刻すべき役

割を果たすものとなった。

ところでそうした歴史的な役割を果たした「統制令Jに関する従来の論究としては，僅かに日
本体育学会第25回大会において， rいわゆる野球統制令に対する歴史的評価をめぐってJの研究
報告がなされ2) 野球統制の意義とその評価をめぐって論議が交された経緯と，この第25由大会

直後に，日本体育学会編集の雑誌『体育の科学iにおいて3) 学生野球の統制に関する実務に当

時直接携わった加藤橘夫氏が「野球統制の問題jを発表している以外には， r統制令Jに関する
深化された論究が必ずしも見られないままに，今日に至っているのが現況ではないかと思われる。

その意味で本格では，この f統制令Jに関する従来の研究経過をふまえつつ，わが国の近代ス
ポーツ史の展開過程において具体化した f統制令Jの公布をめぐる諸契機と， r統制令jがもっ
歴史的性格とを明らかにすることにその基本的損角を設定する o またそのことは，スポーツに対

する富家の統制が，臨民生活の中に定着していったスポーツをどのように変費させていくかを，

教部|的に学びうる意義をも合せもつことになるものと思われる。

1. 1920年代におけるスポーツの基本動向

わが闘におけるスポーツは，すでに1870年代前後に欧米から受容され，この時期における上麗
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階級の育成基盤となった高等教育機関の課外スポーツを母体として，展開をしてきたところにそ

の特徴があった。したがってスポーツが1920年代にかけて，学校教育を中心とする中等及び初等

教育段階にいたるまでにその普及を見せ始めるまでは，少なくとも特権的な性格をもって位置づ

けられ，麗関していくこととなった。

すなわちそのことは，この時期における高等教育機関として中心的な位置を占めた帝国大学の

運動会の設立の経緯の中に典型的に見ることができる。帝閤大学総長渡辺洪基によれば，運動会

の設立の趣旨は4) スポーツを学内において奨励することによって，国家の指導層となりうる心

身の講和のとれた「完全充美ノ学士ヲ陶成セント期スルjことにあった。問時にまた運動会主催

のスポーツ持事の開催にあたっても， r皇族大臣貴顕紳士ヲ招請Jし， r貴賎群集ノ間二於jて，
「本会ノ天下ニ立テ最高尚ナル協会タルノ実jをあげることを期するなど，特権的身分と結び、つ

いた権威の表象として，スポーツが位置づけられていたことを見ることができる。

またこうしたスポーツ動向は，圏内におけるスポーツ競技にもするどく反映していったo 1911 

7月に設立された大日本体育協会は，第 5回オリンピック・ストックフォルム大会へ向けての

選手選考に当って， r競技申込心得J5)を作成し， r学生タリ青年会員ヲ関ハス品行方正ニシテ脚
力を用フルヲ業」とする者は無資格とすることを規定した。さらにそれにもとづいて，大日本体

育協会は先の「競技申込心得Jを再整鏑して， r競技者資格J6)を確定していく。それによれば競
技者は， f(l)普通競技者 (2)競技指導者 (3)準職業競者同職業競技者jの四穫に類別され， r普
通競技者」は， r単ニ競技ニ依テ得ラレル興味，精神的身体的ノ修練及社交的目的ノ為ニ之ヲ行
フ者」とされた。そして「準職業競技者Jは， r職業上自ラ其筋力ヲ競技ノ練習ニ利用シウル者
ヲ云フ，例ヘハ車夫，郵便配達夫，牛乳配達夫，魚屋挽子等ノ如シ」と定められ， r本会ニ於テ
挙行スjレ競技会ニハ普通競技者ノ参加ノミ之ヲ許Jされることとなるなど，スポーツにおける身
分的閉鎖性は，この時期におけるスポーツ動向を象徴的に示すものであった。

しかしながらそうしたスポーツ動向も，やがて台頭寸る大正デモクラシー以降の掴民生活に見

られる政治的地位や経済的諸条件の改善を背景にして，新たな展開を見ることになった。とりわ

けスポーツの展開母体となった学校教育に関しては，すでに1920年代にかけて，中等及び初等教

育段階の制度的普及がすすみ，学校スポーツの展開幕擦は大きく広がっていくことになる。

すなわち， 1870年代前後に欧米から受容され，高等教育機関を中心に展開してきたスポーツは，

1920年代にかけて，中学校段階にまでその定着化が見られるようになる。そして各校における運

動部の組織化がすすみ，校内スポーツ競技や対校競技が活況を呈するようになった。また全層的

に見て，小学校段階にも運動部が誕生する状況も見られ，隣接校との対校競技や児童スポーツ大

会を開催する地方も現われるようになった7)。こうしてスポーツは，誕前の高等教育機関を基盤

として展開してきた枠を越えて，中等及び初等教育段階をも合む学校教育全般にまで広がりを見

せるようになり，国民生活の中への定着化を見せる状況を呈するようになっていく G

このようなスポーツの展開状況を背景にして， 1920年代にかけてスポーツは，新たな動向を呈

し始める。それはスポーツが，国家の政策対象として位置づけられるようになったことに典型的

に現われてきた。 1924年中に具体化してきたスポーツに関する政策化は，その端緒となった。

すなわちそれは1924年9月，何本育ノ普及発達ヲ国ル為メJに「全国体育デーJ8)が設置される
にいたったことであった。この体育デーは rn月3日全閣一斉ニ之ヲ行フJものとされ，その対
象は「学校，学校衛生会，教育会其{也教育ニ関係アjレ団体Jとされた。そしてその実施内容とし

て， r体育講和会，運動競技，ポスター宣伝，登山，連足jが組み入れられていった。文部省に
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よる「全国体育デーの調査J8)によれば， 1924年の「第1毘全国体育デーjには， 15，495団体が

参加したことを明らかにしている。こうして「全国体育デーJは政府主催行事として，以後恒例
化していくことになった。

ついで，器内における唯一の総合的なスポーツ行事として， r明治神宮競技大会yO)の開催が
決定し，その具体化を見るにいたったことであった。内務省が主管したこの競技大会の趣旨は，

f全関の選手を東京に集め神前に於て光栄ある全国的一大競技を行ふjことであり，それは「明

治大帝の御聖徳をJ関仰する所{);J.なるのみならず国民の身体鍛練並精神の作興上其効果Jの著しい

ことが期待されたものであった。競技大会の臼程は f毎年11月明治神宮例祭ヲ含ム一定期間Jと
され，第I由競技大会は， 1924年10月30-11月3臼にわたって開催された。競技者は3000名を越

え，青年間，一般(学生を含む)，箪人，女子の各層の代表が全国的に選出された。国民諸層を

対象とした政府主催の総合的なスポーツ競技は，こうして開始されるにいたった。

さらにまた，オリンピック国際大会に対する国民的な関心の高まりの中で，オリンピック選手

派遣費としてて国庫補助金の交付が具体化したことであった。オリンピック国際大会へのわが閣

の初参加は， 1912年の第5問オリンピック・ストックフォルム大会に始るが，その派遣費は，派

遣母体である大白本体育協会の財政負担に依存せざるをえない経緯をたどってきた。しかし，

1924年の第8髄オリンピック・パリ大会からその参加にあたって，選手派遣費として国庫補助金

6万円の交付が決定する運びとなった11)。この大会参加のために計上された予算総額が 6万

8350P]31銭であったことからすれば，国庫補助金のもつ比重はきわめて大きかった。またこの国

庫補助金は， 1925年の第7囲極東選手権競技大会への参加にあたっても，オリンピック・パリ大

会と同額が交付されることになった12)。以後，二大盟際スポーツ大会に対する政府の財政的な

援助は桓常化していくことになった。

こうして1924年中に現われてきたスポーツの政策化の動向は，やがて学校体育や体育行政機構

の改革へと発展していく。すなわち1926年「学校体操教授要呂Jが改正されることによって13)

従前から体操科教材として設定されてきていた「体操，教練，遊戯，剣道及柔道Jに加えて，初
めてスポーツ教材として「競技Jの導入を見たことも，学校体育をめぐる大きな変容であり，そ
れは根強いスポーツに対する社会的な関心の高まりを反映したものであった。

さらにこの時期に具体化してきた体育行政機構の改革もまた，そうした状況の中で実現を見た

ものとしてとらえられる。 1928年，文部省は分課焼定の改正を行ない， 1900年に設置されて以降，

存置されてきた「学校衛生課Jを「体育課jへと改称することによって，その機構改革を実施し
た14)。これによって「体育課Jは，学校体育ならびに学校衛生行政にとどまらず，従前から内

務省衛生局において，衛生行政の一環として所管されてきたスポーツ関連行政をも包括した，体

・スポーツ行政に関する一元的総括的な機能を巣たすことになった。加えて1929年には， r文
部大臣ノ諮問ニ応ジ体育運動ニ関スル事項ヲ謂査審議jするために「体育運動審議会jが設置さ

れ15) 体育・スポーツ政策に関する文部大臣への諮問体制が強化されていった。

こうして1920年代にかけて具体化を見たスポーツ政策化の動向は，歌米から受容されたスポー

ツが，以後学校教育cを基盤に課外スポーツとして初等教育段階にまで発展し，それを背景にJbく

スポーツに対する社会的な関心が高まりを見せるというスポーツ状況の中で具体化を見たもので

あった。 1920年代におけるスポーツの基本動向は，まさにそうした膝史的な性格をもった動向と

して現われてきたものであった。
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2.学生野球の麗関状況

以上のように，わが閣におけるスポーツの展開過程は，学校教育における課外スポーツを中心

に展開を見たところにその特徴があった。この課外スポーツは，中等教育段階以上の各校に設立

された校友会運動部を組織的母体として農関する。そしてそれは，校内競技にとどまることなく，

対校競技へと発展していった。

とりわけ米国から受容された野球は， 1870年代初めにはすでに高等教育機関においてその萌芽

が見られ， 1872年には開拓使仮学校において16) 1873年には開成学校において17) それぞれ外

人教師によって紹介され，課外スポーツとして定着していくことになった。それ以後，野球は課

外活動組織として設立された校友会運動部の中心的な位置を占めるようになり，一つのf校技j18)

として普及していき，やがて具体化する対校競技においては，全校的な関心と注目を集める学校

行事となっていった。

1890年5月，一高対明治学院との対校戦の応援に際し，明治学院外人教締インブリーに対して

起こされた暴力事件，いわゆる「インプワ一事件j19)は，対校競技が活況を迎えたことを象徴的

に示す事件として，今日にまで語り継がれるところとなった。このように野球は，各校における

人気化したスポーツとして定着を見せていくことになり，対校競技もあいついで展開されていく

ことになった。

こうして1900年前後には，対校競技は各校における怯統的な行事として位鷺づいていくことに

なった。 1898年には，一高対二高の対校競技が一校グランドで開催され，高校間定期戦の濫鯵と

なった20)。以後，一高対三高，四高対八高，五高対七高など，伝統を誇る定期戦として定着し

ていった。他方，中学校における野球もすでに1891年には，愛知一中に野球部が誕生し，校内競

技が全国の先駆となって開始されたが21)対校競技としては， 1896年の水戸中学対宇都宮中学

の対校競技が中等学校野球の濫鱒となり 22) 以後全国的に展開されていくことになった。

一高を軸にして展開されたきた対校競技は，単品宮司ならびに慶応大学に野球部が誕生したこと

によって，野球の人気化はさらに高められていくことになり，やがて私大の台頭が顕著に見られ

るようになった。 1903年には最初の早慶戦が開始され23) 翌日04年には，早稲田ならびに麗応

大学は一高との対校競技に臨み，あいついで一高に勝利し24) 対校競技における私大の主導権

を確立していくようになった。また王手慶戦は1903年以降定期戦化されるが，全校的な関心を集め

るなかで応援は過熱化し， 1906年からは中止を余儀なくされるにいたるなど25) 対校競技をめ

ぐる過熱化状況も，社会的な注目を集めるようになっていった。

一方において，野球の国際交流も開始された26)01905年には，早稲田大学野球部はスタンフォー

ド大学の招請で米閣に遠征し，約2ヵ月間にわたって各地を転戦した。この遠征が米国との野球

交流の端緒となった。 1908年には，慶応大学野球部が早稲田大学についで，ハワイ遠征を行なっ

た。これ以後1910年には，早稲田大学のハワイ遠征，盟19日年には，早稲田大学の第2回米国遠

征に加えて，慶応大学も開年第 1国米国遠征，そして1914年には，第2回米国遠征を行なった。

他方， 1909年には，慶応大学の招請でウィスコンシン大学が来日し，約4ヵ月間にわたって各

地を転戦した。翌1910年には，早稲田大学の招請でシカゴ大学の来日， 1913年には，慶応大学の

招請でスタンフォード大学の来日，また同年ワシントン大学の来日など，米国からの大学野球部

の来日があいついで実現し，日米野球の交流の土壌も形成されていった。

また1920年代にかけては，国舟における対校野球競技が組織的に拡大・強化されていく時期を
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迎えることになった。大学野球競技に関しては， 1911年に明治大学に野球部が誕生して以後，早

稲田大学，慶応大学の 3大学による対校競技が展開されるようになり，やがて1915年には法政大

学がそれに加わり， 1922年には立教大学， 1925年には東京帝盟大学が加わって，東京大学野球連

盟が設立され，東京六大学野球リーグ戦が開始されるにいたった27)。

つぎに1925年，東者巨大学野球連盟の前身となった東京新大学連思が，国学院，専修，東京商大，

日本，東洋宗教の 6大学によって設立され，リーグ戦が開始されるにいたった28)。これに加え

て後に，青山学説，高千穂高商，農大，上智の 4大学も参加することになった。

さらに関西地方においては，関臨六大学野球連盟の前身となった関聞大学学生野球連盟が，関

学，神戸高商，大阪外語，大阪大学医学部，大阪商大，神戸高工の 6大学によって設立され，そ

して他に関西4大学野球連盟が，関西，立命館，閥志社，京都の各4大学によって設立され，そ

れぞれリーグ戦を麗関することになった29)。こうした関連盟の併立状況から， 1931年には組織

的な統一が実現して，関商六大学野球連盟が設立されるにいたった。

大学野球リーグとともに，高等専門学校の対校競技も組織化され， 1911年には，京都帝鴎大学

主催の第 1由直轄学校野球大会が開催されるにいたった30)。そして1920年の第10回大会から，

全国高等専門学校野球大会と改称されて開催され， 1924年の大会からは，東北，東京，京都，九

州の4帝国大学主催となって，さらに組織的な取組みが強化されていった。

中等学校の対校競技に関しては， 1900年の初頭にかけて全閤的な震関を見ることになるが31) 

組織的には，東海地方で静向，愛知，妓皐，三重，滋賀の各五泉による東海五県連合大会が地方

的な大会としてすでに開催されていた。その他第二高等学校主催の関西大会なども，高校主催の

大会として注目を集めていた。こうして地方的な対校競技から，やがて1915年，朝日新聞社主催

の全盤中等学技優勝野球大会が紹織され，以後，全国的な関心を集める佳統的な大会として展開

されていくことになった。

また小学校の対校競技に関しては， 1919年に，第 1回京都市小学校野球大会の開催以後，各地

で地方的な大会が開僕されるようになる。こうして1921年には，第 1@]金問少年野球大会が組織

されることになり，小学校に関する全国的な規模における対校競技として住自を集めるにいたっ

た32)。

以上のように，学生野球は1920年代にかけて，校内競技から対校競技へと発躍する。そしてそ

れを通じて野球に対する全校的な関心を集めるようになり，学生スポーツにおける中心的な位置

を占めるようになった。また合わせて，学生野球は社会的な注目をも広く集めるようになり，こ

のことはさらに各校における対校競技への取り組を強めていくことになった。

このような学生野球をめぐる対校競技の発展状況の中で，やがて対校競技にかかわるいくつか

の問題点も現われてくるようになる。すなわち対校競技をめぐる応援の過熱化，選手と学業や縫

康問題，選手の勧誘，競技日韓，入場料徴集問題，学校宣怯と選手のマネキン化問題などは，

生野球をめぐって尖鋭化してきた問題を浮彫りにするものであった。

そしてこうした学生野球の諸問題をめぐって， 1911年には，すでに新聞紙上でも批判が展開さ

れることになったof東京朝日新聞Jは，この問題をめぐって f野球と其害毒J33)で連載を行な
うにいたった。

すなわちこの連載は， 1911年8月29日から 9月四日まで22屈にわたって，教育界の識者連によ

る批判的な意見を掲載することによって，学生野球をめぐる問題点を提起することになった。こ

れに対して， r東京日日新聞jならびに『読売新聞』などは，学生野球を積極的に評価する視点
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から，反論を展開するなどの状況も生まれてくるが34) いずれにしても高揚期を迎えた学生野

球に現われた開題の一面を示唆するものであったo

やがて文部省が全国語学校に対して， r体湾運動ノ振興ニ関スル件y5)を公布し， r近時学校ノ
内外ヲ間ハス体育運動著シク勃興シ閤民ノ閤ニ漸ク其普及ヲ見ルニ歪Jったことを評価しつつも，

f世上動モスレハ体育連動ヲ一部愛好者ノ専有ニ任セ或ハ運動競技ニ於テ徒ニ勝敗ニ捉ハレ尚フ

ヘキ運動精神ヲ関長]スルカ如キ弊Jが現われてきていることを指摘するようになるのは，明らか

に学生野球をめぐる以上のような状況を意識してのことであったと思われる。こうして，学生野

球に対する統制の条件は，逐次整えられていくことになった。

3.学生野球に対する統制の具体化とその特徴

「統制令」の公布に先立つこと 2ヵ月前，体育運動審議会は文部大臣の諮問事項「体育運動競

技ノ健全ナル施行方法ニ関スル件」に対して， r体育運動競技ノ鍵全ナル施行方法ニ関スル件中，
野球ノ健全ナル施行方法ニ関スル事項並体育運動競技ノ応援ニ関スル事項J36)の答申を行なっ

fこ。

この答申は，その原案が体育運動審議会に設置された特別委員会で審議され確定を見たもので

あった。特別委員会は，森巻吉(委員長)，槙智雄，芦田公平，田辺九高三，大谷武一，

野津謙，東龍太郎，末弘厳太郎，山本忠興，河本禎助，村上邦夫，大村一蔵ら13名によって構成

され，その審議は1931年7月1日に始まり， 1932年1月12日を以って議了を見るまで計16回に及

んだ。

この結果確定安見た答申によれば， r野球ハ沼下著シク普及発達セjレ運動競技ニシテ之が健全
ナル発達ヲ遂グjレト否トハ国民体育ノ振興上頗jレ重大ナjレ関係ヲ有ス，就中学生ノ野球ハ一般野

球界ノ中心ヲナスモノJであり，とりわけその対象となる小学校，中等学校ならびに大学高等専

門学校における野球の「コレガ施行ニ関シテハ競技会ノ開催，参加，管理等ニ就キ一層充分ナル

注意ヲ払ヒ遺憾ナキJようにし，その「実現ニ関シテハ官民協力シ ノ努力ヲ払ハレンコトj

を期したものであった。

1932年3月28日，文部省司11令第4努をもって公布された「野球ノ統制説施行ニ関スル件jは，

以上の答申をその骨子としたものであった。この訓令は，いわゆる「野球統制令J(以下「統制令j
という)と呼称され37) 犬養毅内関における文部大臣鳩山一郎によって準備されたものであり，

これによって学生野球は，統制の主たる対象として，文部行政による権力的な規制を強力に受け

ることになった。

この「統制令」は，以下に述べる内容と特徴を有するものであった。すなわちこの「統制令J

は， r直轄学校，公私立大学高等学校及専門学校，北海道庁府県Jに対して公布されたことに
見られるように，全学校を対象としたものであった。その全体の内容は， r前文，小学校ノ野球
ニ関スル事項，中等学校ノ野球ニ関スル事項，大学及高等専門学校ニ潤スjレ事項，入場料ニ関ス

jレ事項，試合，褒賞等ニ関スjレ特殊事項」などによって構成されていた。

先ずその公布にいたる趣旨は， rさを文yS)中に集約されている。すなわち， r我が国ニ於ケル運
動競技が近時著シク普及発達シタルハ雷ニ体育ノ為ニ之ヲ賀スベキノミナラズ鴎畏ノ資質向上ノ

見地ヨリ大ニ之ヲ慶Jぶべきことであるとした。それゆえに運動競技が「閤民ノ健康ヲ増進シ体
位ヲ向上セシムルノ効果ハ圏ヨリ雷ヲ侯タズ吏ニ人人ノ元気ヲ握作シ気宇ヲ明朗快瀧ニシ其ノ態

度ヲ公明真撃ナラシムル等所謂連動精神ヲ体得セシメテ不知不識ノ間ニ人格ノ教養ニ資スルノ大
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ナルハ深ク額慮スベキ所Jであると述べ，先ずスポーツの普及とその意義について強調する。そ

してこうしたスポーツの普及状況の中で， r野球ハ比較的i日クヨリ行ハレ普及ノ範囲最モ広ク其
一般民衆ニ及ボス影響亦甚大Jである点を指摘し，とりわけ「学生ニ依リテ行ハレル野球ガ一般

野球界ノ中心ヲナセjレノ実情ニ鑑ミルトキハ之ガ第一着手トシテ其ノ適正健全ナル発達ヲ国ルヲ

喫緊ノ急務jであるとした。また本来学生野球の基本理念は， r教育ノ本義ニ尉リテ運動競技ノ
精華ヲ発揮セシムルJことにあるのであって， r之ヲ行フ者常ニ克ク学生ノ本分ヲ体シ純正ナル
心情ヲ持スルヲ以テ念トナサザルベカラズ然レドモ往々ニシテ之ニ伴フ幣ナキ能ハズカノ野球ヲ

行フ者又ハ野球ヲ綴jレ者ノ熱狂ノ絵常規ヲ逸シ正道ヲ離レjレjゃに見られる傾向が生じてきてい

ることを遺憾とする o それゆえに， r其施行ニ関スル組織益々整備シ其統制愈々確立Jすること
によって，野球界の中心的な位置にある学生野球の「適正健全ナル発達Jを期することこそ，こ

の「統制令Jの本旨であると強調した。
以下では， r統領i令jの主たる内容と特徴について検討を加えることにする。
。川、学校ノ野球ニ関スjレ事項j39)

小学校における野球は， r之ヲ校内先輩ノ間ニ行ハシムルjことを原則とした。対校競技に参
加する必要が生じた場合には， r同一府県内ニ存スルニ校間ノ試合ハ関係学校長ノ協定」による
こと。「三校以上ノ学校ガ参加スル試合ハ参加学校長ノ承認jと，その競技が「体育団体ニ於テ

主催Jされていることを要件とした。そしてそれにもとづく参加資格として， r尋常小学校第五
学年以上ノ兜童ニシテ父兄ノ承認、殻学校握ノ健康証明アル者ニ就キ学校長之ヲ選定Jすることと
した。また対校競技に際しでは， r児童ヲシテ宿泊ヲセシメザ、jレコトJor土曜臼ノ午後又ハ休業
日ニ限1)行ハjレルコトJor試合間数ハ一回ヲ原則トシ止ムヲ得ザ、jレ場合ハニ屈行フモ扮ゲザjレコ
トJor応援団ヲ組織セザjレコトJor試合ノ主催者ハ入場料又ハ参加料ヲ徴収シ若ハ営利宣怯等ニ
利用セラlレル虞アル寄贈品，寄附金等ヲ収受セザjレコトjとした。

対校競技に関する規定は以上であるが，なお小学校における野球は， r之ヲ校内見章ノ関ニ行
ハシムjレヲ旨トシ対外試合ニ熱中スルガ如キ幣ニ臨ラシメザ、jレコトJを本旨としていることから，

野球の指導にあたっては， r当該学校職員主トシテ之ニ当リ特に指導者ヲ招轄セザ、ルコトJ，r特
ニ後援会等ヲ組織シ又ハ其ノ支援ヲ受ケザルコトJを強調した。

o rl=t等学校ノ野球ニ関スjレ事項J40)
中等学校における野球は， r府県ノ体育問体ニ於テ適当ニ統制スルコトJを原則とした。ただし，
当該体育団体が未設立の場合には， r府県学事当局者設中等学校長ト密接ナル連絡ヲ有スjレ中等
学校体育連盟若ハ中等学校野球連盟ノ設置アリテ府県内中等学校ノ野球ヲ統制」している同国体

の役割を妨げないものとした。

中等学校生徒の対校競技への参加要件は，明治神宮体育大会を除き， r全国的懐勝大会及全閣
的選抜大会ハ文部省公認、ノ下ニ夫々年一屈ヲ限1)J参加しうること。参加校が近接するニ府県，

ないしは数府県にわたる地方的大会は，r関係府県体育団体，共同僕若ハ文部省、公認、ノ下ニ開催J
されるものであり， r同一府県ノ参加回数ハ年一因ニ限Jレjこと。府県大会は， r府県ノ体育鴎体
ノ主催若ハ其公認ノ下二年一回開催セラルルモノjであること。同一府県内で近接する三校以上

にわたる大会は， r府県体育罰体ノ主催若ハ関係学校共同主催ノ下ニ府県体育団体ノ公認、ヲ得テ
開催セラルルモノJであること。同一府県内でのニ校間の競技は， r両校共同主催ノ下ニ開催セ
ラルルモノJであること。府県が奥なる二校聞の競技は， r当該学校主催ノ下ニ其ノ属スル府県
体育団体ノ公認ヲ得テ開催セラルルモノJであることとした。
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対校競技の日韓は， r総テ学業ニ支障ナキJことを前提として， r土曜日ノ午後又ハ休業日ニ眼
1)行フjことを原則とした。ただし，天候条件などによる日程変更については府県体育団の承認

をうること。また施設配置条件などによる臼程変更については，府県体育団体にその事情を呉申

するとともに，文部省の承認をうることとした。

また参加資格として， r選手ハ当該学年ニ於テ原級ニ止リタルモノニアラザルコト，転入学若
ハ中途入学ノ者ハ入学後一ヶ年以上ヲ経過セjレモノニ限jレjとともに，合わせて「父兄ノ承認誼

学校匿ノ健康証明アルモノニ就キ学校長之ヲ選定スlレJこととした。入場料を徴収しうる競技は，
f府県体育団体ニ於テ主催スルカ若ハ文部省ニ於テ公認シタルモノニ限ルJこととした。これに
よって入場料を徴集する時は， r主催者ハ予メ文部省ノ承認ヲ得JレJとともに，その収支は「府
県体育問ニ於テ処理シ試合終了後収支決算ヲ遅滞ナク報告スルJこととした。
o r大学及高等専門学校ノ野球ニ関スル事漬J41l
大学及高等専門学校の野球は，その「全国的大会，地方的大会若ハ連盟試合ヲ関催スjレ常置ノ

団体ハ其役員中ニ関係学校又ハ其体育会(又ハ運動会Jノ責任者若ハ野球部長ヲ加へ予メ間体ノ
代表者ニ於テ次ノ事項ヲ具シ文部省ニ報告シ其公認ヲ受クベキコトjとした。

(一) 団体ノ名称

口事務所ノ所在地

団体代表者ノ氏名

四国体組織ニ関スル規定

回事業施行ニ関スル規定

的経理ニ関スル詳細ナル規定

そしてそれらの事項に変更を生じた場合には， r其都度文部省ニ報告シ其承認、ヲ得jることと
した。

また以上の常置の団体は， r毎年度ノ始メニ於テ其年慶ノ事業予定設収支予算及前年度ノ事業
概要誼収支決算書ヲ文部省ニ報告スベキ」こととした。さらに以上の常寵の団体以外の司体が，

f全国的大会，地方的団体，連盟試合若ハ是等ニ準ズル試合ヲ開催セントスルトキハ参加学校長

承認ノ下ニ試合ノ施行誼経理方法ヲ呉シ試合開催前予メ文部省ノ公認ヲ受クベキJこととした。

調学校関の対校競技に関しては， rさき該学校長承認ノ下ニ行ハレ得Jレコトjとした。ただし，
競技が当該学校の所在地を離れて府県外で開催される場合，ならびにその入場料が徴収される場

合には， r其ノ件ニ関シ予メ当該学校ニ於テ文部省ノ承認ヲ受クベキjこととし，合せて「入場
料ヲ徴収シタル場合ハ試合終了後其ノ収支ヲ遅滞ナク文部省ニ報告スペキjこととした。

また対校競技の日程は， r土曜日ノ午後又ハ休業日ニ限リ行フjことを原前とし，ただし「以
上の期日以外ニ行フ場合ハ関係学校当局ニ於テ支障ナキモノト認メタル場合ニ眼jレ」こととした。

さらにそれへの参加資格として， r選手ハ学校援ノ健康証明ヲ受ケ学校長ニ於テ適当ト認メタル
モノニ限jレ」こととした。

。「入場料ニ関スjレ事項J42)

入場料は， r入場者ノ整理ヲナシ次ニ掲グル経費ニ充ツル場合ニ限リ之ヲ徴集シ得Jレコトjと
した。

(一) 当該試合ヲ開催スルニ必要ナル経費

イ 会場費
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ロ 試合施行ニ要スル経費

ハ 試合ノ参加誼準備ニ要スル経費

一 其ノ他ノ雑費。主催体育運動団体ノ管理ニ必要ナル経費
日参加学校ニ於ケル体育運動競技ノ施行ニ資スル経費

側各種体育運動ノ普及発達ニ必要ナル経費

9 

なお「入場料其ノ他ノ収入ハ之ニ就キ文部省ノ承認ヲ得タル盟体ニ於テ収受Jするものとし，
以上に定めた rJI慎序ニヨリ支出シ体育運動以外ノ経費ニ充当セザルコト但シ体育団体(大学及高

等専門学校二関シテハ学校ヲ含ム)以外ノ主催者ガ収受スjレ場合ハ予メ文部省ト協議ヲ遂ゲ其ノ

使途ヲ定ムルjこととした。また以上に定めた使途のうち， r各種体育運動ノ普及発達ニ必要ナ
jレ経費Jに関しては， r其事情ヲ具シ文部省ノ承認ヲ得ベキJこととした。
o r試合，褒賞等ニ爵スル特殊事情J43)
対外競技に関して， r学校ノ「チームjハ当該学校長及文部省ノ承認アル場合ノ外，圏外ニ遠
征シ若ハ来朝ノ「チームJと試合ヲ行フヲ得ザルjこととした。

また競技においては， r選手又ハ学校ハ優勝旗，優勝牌其ノ他之ニ準ズルモノノ外褒賞トシテ
之ヲ受クルヲ得ザjレjこととし，合わせて選手は， r広告，高品若ハ営科，宣伝ニ利用セラルル
虞アル記事等ニ自己ノ名儀，肖像等ヲ利用セシメザルコトJとした。
以上見てきたように，この「統制令jを通じての学生野球に対する統制は，まさに学生野球の

高揚期に具体化を見たものであり，自治と自由を基謂として展開してきた学生スポーツに対する

文部行政による権力的な規制であった。以後， 1947年に学生野球の統制が廃止されるまで44)

10数年間にわたってこの「統制令jは存続し，その役割を架たすことになった。

こうして学生野球に対する統制は，小学校，中等学校ならびに大学高等専門学校にいたるまで，

全学校を対象として進められていくことになる。しかしながら，とりわけ大学高等専門学校が統

制の主対象とされていたことは，すでに見た統制の内容を見れば明らかであった。それは対校競

技をめぐる規定に典型的に克られるように，小学校ならびに中等学校に比して，大学高等専門学

，校に対する文部行敢による権力的な規制が著しく強化されたことにあった。

すなわち，大学高等専門学校の対校競技に関しては，その運営主体である常置団体は，その名

称，事務所所在地，代表者名，組織運営，事業ならびに財政に関する諸規定の文部省への事前の

報告と，それにもとづく常置団体としての公認を受ける義務与を負ったことであった。さらに問団

体は，各年度における事業計画，ならびに予算と前年度の事業概要，ならびに決算に関しでも，

文部省への報告義務を合わせ負ったことなど，常盤団体による設立以来の自主的運営に対して，

それへの拘束力が著しく強化されたことに典型的に見られるようになったことであった。こうし

て学生野球に対する統制は， r監督官庁が，形式を整えて踏み出した積極的行動の第一歩J45)と
して，やがて現われてくるスポーツ統制へ向けて，その土壌が形成されていくことになった。

4.学生野球に対する統制の動因

以上のように1920年代にかけてのスポーツの発展状況，とりわけその中で起こった学生野球に

対する統制という，文部持政による権力的な規制の強化は，わが鴎におけるスポーツの展開過に

おいて，一つの題期を刻するところのものとなった。

たしかに，高揚期を向えた学生野球をめぐって，すでに述べてきたような対校競技をめぐる応



10 教脊学部紀要第51号

援の過熱化，選手と学業や健康問題，選手の勧誘，競技日程，入場料i訳詞題，学校宣伝と選手の

マネキン化問題など，その内部での諸開題が蓄積されてきていたことは事実であった。そしてそ

れがすでに， 1910年代に社会的な注目を集めた『野球と其害毒J46)論争以来のことであったこと

は，以上に見てきたところである。

だが問題の核心は，そうした学生野球をめぐる諸問題の打開が，そのさ当事者である学生野球界

の主体的な「浄化J46)努力に俊つことなく，統制という文部行政による権力的な規制によって，

そのf了間がすすめられようとしたところにあった。

この「統制令Jの公布に主導的な役割を果たした文部大臣鳩山一郎が，いみじくも指摘した「元

来，スポーツは，学生スポーツは尚更のこと，自治，自制に倹って始めて意義がある。だから理

論的には，スポーツの統制は必然，各団体関の自覚，発動によるのを原則とするJ47)のであるな

らば，文部行政による学生野球に対する統制の意思は仰であったのであろうか。

ぞれには，この「統制令jが公布された1930年前後の時代状況の中で，文部行政におけるスポー

ツの政策的位置を検討して， r統制令jがもっ歴史的な性格を明らかにしていくことが，この問
題の核心に迫る基本的な視角で、あると考えられる。

わが屈におけるスポーツの発展状況は，すでに述べてきたように， 1920年代から30年代へと引

き継がれ，国民生活の中に広くスポーツが定着化を見る状況を呈していく時期としてとらえられ

る。そしてままたこの時期は，そうしたスポーツの発展状況の中で，文部行政によるスポーツの

政策化が展開する時期でもあった。とりわけ， 1928年文部省に体育課が設置され，総合的な体湾

行政機構が確立されて以降，スポーツ政策は， 1930年前後の時代状況をするどく反映したかたち

で麗関していくことになった。

すなわち， 1920年代後半の閣内金融恐幌や世界恐慌にもとづく日本資本主義の危機的状況，層

民生活の窮乏化と，生活と権利の擁護を掲げた労働運動を中心とする関民の諸翻争，天皇制国家

体制の動揺，それを通じて進むファシズム化への動向など経済社会情勢の麗聞は，この時期の時

代状況を象徴的に示すものであった。

スポーツが，体制擁護のための国民のイデオロギー操作の一環として政策fとされていったのは，

まさにそのような時代状況に対応してのものであった。スポーツによる思想善導策の展開は，そ

のことを具体化したものにほかならなかった。

こうしてすでに1928年には，文部大臣，勝自主計は，全国体育運動主事会議における訓示にお

いて48)，r我国ノ情勢ハ，内外共ニ事端厳メテ多事Jであるこの時期において， r国民体育ノ指
導奨励ニ当リテ，常二国民思想ノ善導ト国民体力ノ増進トニ関シ，実際上ノ効果ヲ収ムjレコトニ

不断ノ努力ト，深甚ノ在意ヲ払ハレタイコトjを強調し，合わせて問主事会議に対して， r国民
思想ノ善導ニ関シ体育運動実施上留意スペキ点如何jを諮詞するにいたった。

また1930年には，文部大臣田中隆三は貴族院において49)，r学生に対して穏、健なる思想を注入
し国民思想を健全jにするために， r穏、健なる修養団体並に体育機関を奨励して国民思想の善導
を計ることjの必要性を強調した。さらに加えて，それは学校にとどまらず f青年額体の体育と

相侠って大いに民衆体育の発育を提し以て国民体育の普及向上を期するJ50)ために，道府県に対

して次のような事業の徹底をはかった。

l 工場，鉱山，会社，荷活，官庁等の勤労者に対する体育運動を奨励すること

l 官庁，会社，銀行，工場等に体育指導者を置きかっ運動場を設けて運動実行の機会を多か

らしむること
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1 体育運動に関する会やクラブ等の発達を図り，老幼男女の運動に親しむ機会を多かしむる

こと

I 各種麗外運動場，崖内運動場，武道場，山小屋等の体育的施設を奨励しかっ必要に応じて

これを助成すること

1 学校の運動場を適当な方法により開放し民衆の体育運動に利用せしむること

1 運動場には管理において適当なる指導者を龍くこと

ところでこのように思想善導策として対象化され，関誌のイデオロギー操作の一環として位置

づけられたスポーツとは何であったのであろうか。それは， 1931年に文部大臣に就任し，かっス

ポーツ宰相と呼ばれた鳩山一郎のスポーツ論に象徴的に現われていた。

すなわち鳩山によれば51)スポーツは「全精神の緊張ヲ傾ケテ全肉体ノ活動ニ移スコトニ存

スルノデアッテ，謂ハパ真由自ナjレ実行ノ修練，真剣ナjレ実力ノ錬磨ニ外ナラヌJ場であり， r常
ニ明朗快潤ノ気宇，不思不擦ノ精神，公明真撃ナjレ態度ヲ以テ，協力一致ヨク幾多ノ危機ヲ打破

シテ，最後ノ栄誉ニ向ッテ謹進スjレ競技的試練ノ如キハ，到底他ノ何物ニモ之ヲ見出スコトハデ

キナイJものであった。それゆえにスポーツは， r議論でなく，実際である。理屈のみでは不足
した点を，錬磨と，精進と，体験とで補ってゆくjものであり， rすべてのプレーが，またその
入閣の全人格を赤裸々に爆け出し，現し切って，ただ真剣，無拐のものとなってしまう。蔽す余

地も，包む障もない。人障の全容が，最もありのままに，最も表れきった真実な三味境であるJ52)

とした。

このように鳩山によれば， rスポーツの生命は，どこまでもフェアーに終始するところにある。
態度私心事も，すべて公明，冷聴で，そこには一点の邪曲，混濁も許されないJ53lものである

とする。いわば時代や社会から遊離したスポーツの純粋性こそ，彼が繰り返し強調したスポーツ

がもっ社会的有用性の核心をなすものであった。

こうして鳩山は，スポーツによる「試練ト鍛諌トガ，広く国民ノ間ニ普及シ，真ニ快満豪毅ナ

jレ国民ノ益々多キヲ加フjレニ宝jるならば，目下の「内ニハ経済上ニモ亦思想上ニモ幾多ノ問題

ガア¥)，外ニハ国際関係ノ著シキ緊張ノ巴ムナキニ至ツタJいわば f今日間家ノ重大問題ト思サ
レテヰル思想国難，経済閣難ノ知キモ，自ラ解決デキルJ54)ものであるとした。

とりわけこの時期において，学校の自治，学問研究の自由をめぐって高揚してきていた学生運

動の展開に対して，鳩山はそれを思想照題として在日し， r国事多端の非常時に際して，ややも
すると，有能な学生にして左翼的思想に漫み，転向してゆく者が少なくないJとし，それゆえに
こそ「スポーツの普及，スポーツマン・スピリットの浸j簡が，左備しやすい青年を，その本来の

正しく健全なる思惣に引戻すためにも，極めて有力かつ重要なる機関J55lとなることを強調した。

このように鳩山らがスポーツの純粋性を強調し，そこにスポーツの社会的有用性を求めたのは，

いわゆる「思想国難J，r経済困難Jに象徴される国民の政治的自覚や運動を，スポーツを通じて
転化させていくという，体制擁護のための国民のイデオロギー操作の役割を期待したところによ

るものであった。スポーツによる思慈善導策の本質は，まさにそこに体現されていたと見ること

カfできょう。

1932年の「統制令」の公布にもとづく学生野球に対する統制は，以上のような時代状況と，そ

の中でのスポーツの政策的役割から，この統制がもっ歴史的な意義を把握することができる。

すなわち学生野球に対する統制は，この時期における国家のスポーツ政策の中心的な{立置を占

めるにいたった思想善導策が，強力に展開されていく過躍の中で起こった問題であった。すでに
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述べてきたように学生野球は， 1920年代から30年代へと引継がれていくスポーツの発展状況の中

で，とりわけ社会的な関心と注目を集めたスポーツとして高揚期を追え，国民生活の中でその定

着化がはかられるようになっていった。

とはいえ，この時期におけるスポーツの発展状況の中で，以上のような位置を占めるにいたっ

た学生野球界に浄化問題が起こり，スポーツが社会的な陪題として批判を浴びること自体，当面

する国家のスポーツによる患想善導策の推進にとって，それは大きな桂椅となる開題であった。

それゆえにこそ，この政策課題を成功裡に推進していくためには，すなわち「スポーツの真撃，

潤然たる大生命を，無限永久に助長し，発達せしめんが為に，之がゆく手の行路を錨ます荊蘇jS6)

を統制という権力的な規制によって，摘み取っておくことが文部行政にとっては不可欠であった。

こうして，学生野球界の主体的な浄化努力に倹つことなく， r統制令jは公布され，学生野球
に対する統制は具体化した。そしてそれは，やがて現われてくるスポーツ統制に向けての第一着

手となっていくことになった。

むすび

以上述べてきたように， 1932年に公布された「統制令」は，わが閣におけるスポーツが特権的

な性格を脱し，学生スポーツを基盤としつつ，広く国民生活の中に定着化を見ょうとするスポー

ツの発展状況の中で具体化したものであった。しかもこの f統制令jは，そうしたスポーツの発

展状況を政策対象としてとらえた思想善導築が，強力に推進されていくという1930年前後の時代

状況の中に位置づいて具体化したところにその基本的な特徴があった。

またこの「統制令jは，文部当局が強調しているように， r本部!令が対象と致して居りますも
のは，学生の野球であるという点に御注意をお願いしたいと存じます。即ち，今我々が取扱はふ

として居る開題は，総ての f野球Jという開題ではなく，実に「学生の野球Jという開題j57)を

統制することを基本的に意思したものであった。

このことは，自治と自由を基調に発展してきた学生スポーツ，とりわけ学生野球に対する文部

行政による権力的な規制を意味するものであり，またそれはわが国のスポーツの展開過程におけ

る大きな転換をも意味する重大な事態であった。

たしかに，この時期にかけて高揚期を迎えた学生野球界は，その内部に諸問題が蓄積されてき

ていたことは，事実としてすでに述べた知くであった。こうした学生野球界をめぐる問題状況の

中で， r統制令jは公布された。それは，学生野球界の自主的改革の道を閉ざす実質的な役割を
果たすことになった58)。

従来，この「統制令Jに関する評価をめぐっては，スポーツの中心的な位置を占めて発展して
きた，学生野球の健全化を関るという論理にもとづく統制の「不可避論j59)や「愛の鞭論j60)が

登場した。「統制令jを合理化したこの論理は，やがて学生野球にとどまらず，スポーツ統制ヘ

向けて， r統制令Jがその道を開くことにつながっていったという歴史的な事実を，どのように
説くことができるのであろうか。

こうして，わが閣の近代スポーツ史において，文部行政による最初のスポーツに対する権力的

な規制が実施された。いみじくも野球関係者が， r昭和七年四月一日を期して発布された文部省
の野球統艇の書11令は，スポーツの統制に対して監督官庁が形式を整えて踏み出した積極的行動の

第一歩として，とくに注目されなければならないJ61)と指摘したのはまさに歪替であった。

文部当局によって強講された， r学生の野球Jを対象として公布されたこの「統制令jは，や
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がてスポーツ統制へ向けてその道を開くことになった。すなわち1941年，学校報国団体制が確立

することによって62) 学校スポーツの母体となった校友会運動部や体育会など学校スポーツ組

織は，文部大臣の統制下に置かれることになった。それは野球にとどまらず，学校におけるすべ

てのスポーツが文部行政下で統制されることそ意味した。

さらに1941年から1942年にかけては，学校スポーツの全国的な統制組織として，大日本学徒体

育振興会が設立され，つづいて武道団体である大臼本武徳会と，スポーツの総合的な屈体である

大日本体育協会が，それぞれ改組されて統制組織として63) その役割を果たすことになった。

こうして学生野球に対する統制は，単にそれにとどまらず，スポーツの全面的な統制へ向けて

その道を開くことになった。「統制令Jは，その第一着手であったといわなければならない。

以上見てきたように，スポーツは歴史から遊離したものではなく，摩史とともに歩みつづける。

その意味で，この時期においてスポーツの自治と自曲が権力的に慢されていく事態がもっ意義は，

まさにその置かれた時代状況の中から汲み取られなければならないものであり， r統制令jをめ
ぐる歴史的評価は，そのような基本的視角から検討をすすめるのが必要であった。

注

1 )この「野球ノ統制技施行ニ関スル件jは， 1932年3月初日，文部省認11令第4号をもって公布されたも

のである。それはこの時期における犬養毅内閣の文部大臣に就任した鳩山一郎によって準備され，公

布を兇たものであり，その後のスポーツ統制への道を開いた点で，この訓令の果たした役割はきわめ

て大きなものがあった。

2 ) 1974年10月5臼，臼本体育学会第25国大会において，主表者が研究報告を行った fいばゆる野球統制令

の歴史的評価をめぐってjについて，論議が交されたが，膝史研究における方法論上の相違が鮮明に

なった以外に，研究の内実に立ち入った論議lこまで発展せず，不十分なままに終った経緯があった。

3) r野球統制の問題J(r体育の科学j(1975年9月 第25巻第9号)。加藤橘夫氏は，野球統制のきた務に
霞接かかわった立場から， rむしろスポーツ愛好者や野球の経験者が，よりよいスポーツのためまた
学生野球のために行なった愛の調整Jであったとして，その事善意論を展開しているのが特徴的である o

4) r東京帝国大学五十年史J(下)， 1932年， 671頁。
帝国大学の初代総長に就任した渡辺洪基が， 1887年4月lこ開催された運動会主催第一間若手季短艇大競

潜会に送った祝辞。

5 )大日本体育協会編 f大日本体育協会史J(上)， 1936年， 33資。

6 )向上著書， 35頁。

7 )この時期の中，小学校におけるスポーツの普及状況については，各学校史誌，校友会誌，運動部史誌，

地方教育会雑誌，地方新関などにおいて，とくに集中してその記述が多くなっていることからもうか

がわれる。

8) 1924年9sl22日，雑学第26号をもって「全国体育デー実施促進援普及方Jに関する文部次官通牒が発

せられ，以後「全国体育デー」は政府主催行事として'恒例化していくことになった。

9) r官報J(1930年2月12日)。
10)内務省編『第1因明治神宮競技大会報告審j(1924年3月318)，1-4ffi{。

11)日本体育協会編 fスポーツ八十年史1.1959年， 101頁。

12)向上番， 101真。

13) 1913年1月28日，文部省認11令第 l号をもって f学校体操教授婆自Jが初公布され，学校体育に対する

国家的指針が確立した。それは1926年5月27日，文部省認"令第22号をもって改正されることになった。
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それによって学校体育にスポーツが教材として，初めて導入される道が関かれた点で注目すべき改正

であった。

14) 1900年4月1臼，文部省分課規定の改正によって「学校衛生課」が設霞され.r体育運動ニ関スルコトJ
は向課の専管事項となった。以後.20数年を綬た1928年5月48.文部省分譲規定の改正によって，

「学校衛生課Jは「体育課」と改称された。これによって学校体育ならびに学校体育ならびに学校衛

生，主士会体育行政機構の一元化が確立することになった。

15) 1929年11月7日，文部省訪11令発体第132号をもって.r体育運動審議会」が設設された。向審議会が文
部大臣に答申した主な審議事項は.ri本湾運動ノ合理的振興方策ニ関スル件J.r体育遂動競技ノ健全
ナjレ施行方法ニ関スル件jなどに及んだ。

16) r恵麹寮小史j.1933年.68頁0
17) rI日工部大学校史料j.1931年.186真。

18) 1895年2月22日発行の第一高等学校校友会 f校友会雑誌j(号外)は，野球部史として編纂されており，

すでに1890年代には「ベーすぼーるノ技ハベーすぼーる会ノベーすぽーるニ非スシテ日ニ第一高等中

学校ノ校技タリシナレパナリJと記されており，一高における野球の校技としての定着化を示唆して

いるのが注目されるところである o

19)正問子規『子規全集.1(第11巻).改造社.1930年.394頁。

子規の著作の中には，ボート，陸上運動会，ローンテニス，ベースボールなどスポーツ描写が数多く

なされている。とりわけインブリ一事件については，当終第一言語等中学校生徒とて応援に参加した擦

に起こった暴力事件として臼詑に詳述されている。

20)前掲『スポーツ八十年史.1.486真。

1898年4月138.一高対二惑の対校競技隠始。

21)前掲『スポーツ八十年史.1.486真。

22) r野球大観.1.妊文社.1949年.63頁。
1896年10月17臼，水戸中学対宇都宮中学の対校競技務始。

23) r平穏由大学野球部五十年史.1.1950. 57J'{。
1903年11月20日，早慶対校競技開始。

24)向上欝.61真。

1904年8月18. 2日，早稲田ならびに慶応大学はあいついで一高との対校競技において勝利。

25)向上書.73頁。

1906年10月288.11月3自の両日まで早稲田，慶応ともに 1勝1敗の後.11月118に予定された第3

試合は応援の過熱化をめぐって中止となった。以後.1925年秋に復活されるまで実現を見なかった。

26) 1910年代にいたる日米大学の交流臼程は，次の通りである。

『東京朝日新鶴j.r東京臼日新開j， r読売新開jより作成。
。早稲田大学野球部第1国米国遠征 (1905年4月4臼-29日)

。慶応大学野球部ハワイ遠征 (1908年7月11日-8月2臼)

。ゥィスコンシン大学野球部来日 (1909年8月16日一10月13日)

。早稲田大学野球部ハワイ遠征 (1910年6月22日-9月2日)

。シカゴ大学野球部来日(1910年百，FJ26臼-10月初日)

。早稲田大学野球部第2回米国遠征 (1911年3月288-8月17臼)

。スタンフォード大学野球部来日 (1913年5月初日一 6月23臼)
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。ワシントン大学野球部来日(1913年9月13日一10月5臼)

o慶応大学野球部第2回米国遠征 (1914年 3.F128日-6月17日)

27)前掲『野球大観J，51真。

28)向上 f野球大観J，61頁。

29)向上 f野球大観J，62J言。

30)同上 f野球大観.1， 62真。

31)向上 f野球大観j，63真。

32)向上『野球大観J，66真。

1う

33) r東京朝日新鶴jは， 1911年 8.F129臼-9月19日i年計22図にわたって，第一高等学校校長新渡戸稲造，
東京高等師範学校教授永井道明，大日本体育協会会長嘉納治五部ら28氏による学生野球に対する批判

を『野球と其審議』の機題で連載した。

34) r東京朝日新開』に対して，学生野球を積極的に評価する視点から，とくに f競売新関jは， 1911年
9月3臼-23日迄，同紙上において反対の論障を張り 9月168には，神田青年会館で「野球問題大

演説会Jを主催した。

35) 1926年3月8日，文部大臣岡田良平は，文部省司iI令第3号をもって，北海遂庁，府県，直轄学校に対

して公布したものである。その内容は「前文j，r体育運動ノ指導ニ関スル事項j，r運動選手及運動競
技会ニ関スル事項J，r体育運動団体ニ関スル事項jで構成されていた。
36)文部大臣官房体育課文芸書。

1931年6.F16臼付諮問事項「体育運動ノ健全ナル施行方法ニ関スル件jに対する体育運動審議の答申。

37) r官報j(1932年3月288，月寝室日，第1570号)
38)向上『官報j。

39)向上 f官報J。

40)向上 f官報j。

41)向上 f官報j。

42)向上 r'fK報L
43)向上 f官報i。

44) r野球ノ統制技施行ニ関スル件j，いわゆる「野球統制令」は， 1947年5月21日，文部省認iI令第4号に
よって廃止された。

45)前掲『スポーツ八十年史j，506頁。

46) rアサヒ・スポーツj
1931年(2月15日号 5月1日号， 10月15号)0 1932年(3月15日号)。

rSPORTS.I 

1931年(7月号， 10月号)。

47)鳩山一部 fスポーツを語るL三省堂， 1932年， 55頁。

48)文部省編『昭和三年度体育運動主事会議要録J。

49) r東京朝包新開J(1930年1月14日付)。
索族院公正会の政務調査文部部会における発言言。

50) r東京較日新聞J(1930年 8.F122臼付)。
51)文部省編『昭和六年度体育運動主事会議要録.10

52)前掲『スポーツを諮るj，30頁。
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53)向上『スポーツを諮るj，61実。

54)前掲 f昭和六年度体育運動主事会議要録J。

55)岸野雄三『近代日本学校体育史J，東洋館出版， 1959， 172頁。

56) 1932年9月8日-10日にいたる 38間，文部省において全国学務部長会議が開催された際，文部大臣

鳩山一郎は，国民の思想問題に関する文部当局の基本的見解について訓示を行った。

57)文部省体育課長山JII健『野球統制の話j，1932年， 16頁。

58)学生野球界の自主的革改の動向として， ~Jえば東京帝恩大学運動会は，この時期に『帝国大学新開j

を通じて， 10聞に及ぶ学生野球の浄化問題を特集したり，同会主催の「スポーツ浄化座談会jを筒催

するなど，改革に向けての努力がうかがわれた。

59)文部当局によって，学生野球の統制iこ関する f不可避論jが積極的に展認された。前掲の f官報J，

同『体育運動主事会議要録J，凋 1野球統制の~lij，同 fスポーツを諮るj など参照。

60)学生野球の統剥に関する「愛の鞭論jは，統制の実務に獲援にかかわった加藤橘夫氏に代表される前

掲の『体育の科学j参照。

61)前掲 fスポーツ八十年史j，56賞。

62) 1941年8月8臼，文部省認11令第27号をもって， r学校幸韓国団体制確立方Jが公布され，学校校友会は
文部省の統制下に全磁的に組み入れられていくことになった。

63)前渇 fスポーツ八十年史J，109-110}l言。


